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2009年10月19日　締　切　新聞論評　学籍番号200814045 氏名 井川太地 

1.新聞情報 

見出し:ソフトウェアエンジ、タッチパネルでパソコン簡単に。
発行日:2009年10月14日
新聞社:日本経済新聞、朝刊
面　数:15面

2.要約 
　ソフト開発のソフトウェアエンジニアリングは、高齢者や子どもでも簡単にインターネットやメールをタッチパネルで利用でき
る機器を開発した。(66文字) 

3.論評 
　これは「パネタイ」と言い、パソコンに接続するとインターネットやメールをタッチパネルで利用できるというもので、パネル
上の「政治」や「経済」といった項目に触れると検索サイトのニュース画面などにつながるので高齢者や子どもでも簡単にパソ
コンを使うことができる。また、項目の配置や大きさは変更できる。今までキーボードやマウスでの操作が主流だったパソコンで
タッチパネル機能が登場したことは、市場にとても大きい影響を与えるだろう。タッチパネル化により今までパソコンを使えな
かった老人が意欲を持ってパソコンに向き合い高齢化社会を縁の下から支えるものとなる。普段年金の引き落としなどでATMを
使い慣れている老人にとってはタッチパネルほど使いやすい機能はないと言える。 （322文字） 
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